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１．当四半期決算に関する定性的情報 
（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府や日銀による各種経済政策や金融緩和を

背景に企業収益や雇用情勢が改善するなど、緩やかな回復基調で推移しましたが、中国をはじめと

する新興国の景気減速や英国の EU 離脱、米国大統領選挙の影響もあり、先行きについては依然不

透明な状況で推移いたしました。 
このような状況の中、当社グループは再生可能エネルギー関連事業を主たる事業として積極的に

事業を推進しております。また、平成 28 年 10 月に発表いたしました株式交換による株式会社エー

ルの子会社化により、省エネルギー事業を含めた総合エネルギー事業者として事業を拡大推進して

参ります。当第３四半期連結累計期間における損益の状況については、前年同期に比べ売上は減少

し、営業損失計上ではありますが、売上総利益率は改善しており、営業損益についても改善してい

る状況であります。 
以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高 1,286 百万円(前年同期比 86 百万円減、

6.3％減)、営業損失 50 百万円(前年同期 営業損失 74 百万円)、経常損失 45 百万円(前年同期 経常損

失 80 百万円)、親会社株主に帰属する四半期純損失 54 百万円(前年同期 四半期純損失 87 百万円)と
なりました。 

 
セグメントの業績については、次のとおりであります。 
 (省エネルギー関連事業) 
省エネルギー関連事業におきましては、現状は、大幅に人員を絞り込んで事業推進し、継続顧

客から受託した省エネ改修工事を中心に売上構築しましたが、前年同期に比べ大型案件が無かっ

たため、売上高 185 百万円(前年同期比 180 百万円減、49.4％減)、セグメント損失は 11 百万円

(前年同期 セグメント損失 34 百万円)となりました。 
 (再生可能エネルギー事業) 
再生可能エネルギー事業におきましては、連結子会社化した株式会社エールケンフォーを含め

太陽光発電設備の設置工事受託等が計画通りに進捗し、売上高は前年同期比増加したものの、利

益計上には至りませんでした。結果、売上高 1,101 百万円(前年同期比 94 百万円増、9.3％増)、セ

グメント損失は 42 百万円(前年同期 セグメント損失 47 百万円)となりました。 
  
（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末より 1,051 百万円増加し、1,973 百万円

となりました。これは主に株式会社エールケンフォーの連結子会社化による影響もあり、未成事業

支出金の増加 328 百万円、有形固定資産の増加 458 百万円等によるものであります。 
当第３四半期連結会計期間末の負債は前連結会計年度末より 499 百万円増加し、1,128 百万円と

なりました。これは主に株式会社エールケンフォーの連結子会社化による、短期借入金の増加 189
百万円及び長期借入金の増加 274 百万円等によるものであります。 

当第３四半期連結会計期間末の純資産は前連結会計年度末より 552 百万円増加し、844 百万円と

なりました。これは主に株式会社エールケンフォーの連結子会社化による影響もあり、その他資本

剰余金が 365 百万円増加したことによるものであります。 
 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当第３四半期連結累計期間における業績につきましては、営業損失計上の状況でございますが、

概ね計画通りに推移しており、「 平成 29 年 3 月期第 2 四半期業績予想と実績の差異等（連結）及

び平成 29 年 3 月期業績予想の修正に関するお知らせ」（平成 28 年 11 月 14 日）において発表しま

した業績予想から変更はありません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 
（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

平成 28 年 10 月 27 日付で当社を株式交換完全親会社、株式会社エールを株式交換完全子会社とす

る株式交換を行いました。 

さらに株式会社エールの子会社である株式会社エールケンフォーを連結の範囲に含めております。 

 
（２）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（平成 28 年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

法人税法の改正に伴い、「平成 28 年税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱

い」(実務対応報告第 32 号 平成 28 年６月 17 日)を当第１四半期連結会計期間から適用し、平成 28

年４月１日以後に取得する建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更

しております。 

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表への影響額はありません。  
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 
該当事項はありません。 

 
（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

平成 28 年 10 月 6 日決議により、第 6回新株予約権を発行（600,000 株）し、当第３四半期連結累

計期間において 300,000 株が行使されたことにより、資本金及び資本準備金がそれぞれ 74,610 千円

増加しております。 

 

（セグメント情報等） 
当第３四半期連結累計期間（自 平成 28 年４月１日 至 平成 28 年 12 月 31 日） 

 
報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報 

   (単位：千円) 
 報告セグメント 

調整額 

(注)１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

(注)２ 

 
省エネルギー関

連事業 

再生可能エネル

ギー事業 
計 

売上高      

 外部顧客への売上高 185,179 1,101,810 1,286,989 ― 1,286,989 

セグメント間の 

内部売上高又は振替高 
― 58 58 △58 ― 

計 185,179 1,101,868 1,287,047 △58 1,286,989 

セグメント損失(Δ) △11,429 △42,118 △53,547 2,840 △50,706 
（注）１．セグメント損失(△)の調整額はセグメント間取引消去によるものであります。 

２．セグメント損失(△)は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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